































単に 難しい と答えた回答が最も多くみられ（ 件）、次に 説明が難しい・理解でき















































行った後、第 週に第 回中間試験を実施、第 週に返却・解説を行った ）。第 クールで
は、第 週において、余剰概念の説明と各余剰の導出について講義を行った後、第 週
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表 中間試験実施時アンケート集計結果
回収者数
アンケート （第 週実施 中間試験第 回） 名
アンケート （第 週実施 中間試験第 回） 名
アンケート （第 週実施 中間試験第 回） 名
出席率
％超 ％以下 ％以下 ％以下
アンケート 名（ ％） 名（ ％） 名（ ％） 名（ ％）
アンケート 名（ ％） 名（ ％） 名（ ％） 名（ ％）






アンケート 名（ ％） 名（ ％） 名（ ％） 名（ ％） 名（ ％）
アンケート 名（ ％） 名（ ％） 名（ ％） 名（ ％） 名（ ％）
アンケート 名（ ％） 名（ ％） 名（ ％） 名（ ％） 名（ ％）
所属学部
経済学部 総合経営学部 回答なし
アンケート 名（ ％） 名（ ％） 名（ ％）
アンケート 名（ ％） 名（ ％） 名（ ％）






問題、 買い手・売り手の増加と均衡変化 では、 と の両方が理解できているかを図
に書き入れることで判定する方法をとった。
表 中間試験・学年末試験での出題内容
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表 各回の中間試験および学年末試験の受験者数と正答率















































































組むように配布した。なお、作成したプリントは サイズ 枚のもの合計 種類である ）。こ
の課題プリントを作成した意図は、 当初から復習を促していたものの、受講生が実際にど
の程度またどのように復習をしているかがわかっていないこと、 グラフによる表現を中心
大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
） の財の取引における買い手と売り手を判別する問題では、労働サービスの取引および 取引のケー
スにおいて 台と若干低くなったものの、それ以外の日常的な事例では第 回中間試験から 割を超え
る正答率であった。




第 回 第 回 第 回
需要曲線・供給曲線の判別 ％ ％ ％ ％
所与の価格に対する需要量の導出 ％ ％ ％
所与の価格に対する供給量の導出 ％ ％ ％ ％
買い手が増加した場合のグラフ表現 ％ ％ ％
売り手が増加した場合のグラフ表現 ％ ％ ％ ％

























価、 所属学科を問うアンケートを実施した ）。それを集計した結果が以下の表 である。
この科目のための自宅学習時間については、 全くしない が減少し、 分未満 と
分以上 が中間試験時よりも増加している。また、講義中課題プリントが役に立ったかとい











第 週 第 週 第 週 第 週
プリント提出人数 名 名 名 名
出席者数 名 名 名 名
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所属学部
経済学部 総合経営学部 回答なし
名（ ％） 名（ ％） 名（ ％）
自宅学習プリントは役立ったか
とてもそう思う まあそう思う そう思わない 取り組んでない 回答なし




回 回 回 回答なし






名（ ％） 名（ ％） 名（ ％） 名（ ％） 名（ ％）
講義中プリントは役立ったか
とてもそう思う まあそう思う そう思わない 取り組んでない 回答なし
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資料 問題演習課題プリント 初期条件の変化がもたらす余剰の変化
